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［ 病院理念 ］ 玉島とその周辺の地域で暮らす人々が、疾病・障害のあるなしにかかわらず、その人らしく輝いて暮らせ、安心して一生を終えることを支援する医療機関でありたいと願います
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通院手段の現状と課題
　透析を導入すると、基本
的に週3回病院へ通うように
なります。透析は生命維持
に欠かせないため休むこと
が出来ません。お盆やお正
月も関係なく来ていただく
ことになります。そのため、
「自宅から無理なく日常的に
通うことが出来る」ことは
非常に重要だと言えます。

　当院の外来透析に通われている患者さんは、様々な
方法で週3回来院されています。患者さん自身で自家
用車を運転して来られる方や、家族に送迎をしてもら
う方、それらが難しい方の中には介護保険を使って介
護タクシーで来られる方もおられ、透析の帰りにその
ままスーパーへ買い物に寄られたりするなど、うまく
利用されている方もいらっしゃいます。
　また、本数は少ないですが、当院の正面玄関前に井
笠バスの停留所があるので、バスで通院していただく
ことも可能です。
　透析に通われる患者さんの通院手段の確保は病院と
しても課題であると考えています。患者さんが安心し
て通院できるよう、今後も検討していきます。
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シリーズ透析室④

　９月27日に３回目となる看護・介護連携の会を開催
しました。前回は意見交換をメインに行ったので、今
回は「施設で出来るリハビリメニュー」「腰痛予防／腰
痛体操」をテーマに、実践を交えながらの学習会方式
で行いました。前回を上回る33名の玉島・船穂地域の
在宅関係者の方々が参加してくださり、当院からは連
携室、相談室、入退院支援室から４名の職員が参加し
ました。
　道端医師による開会のあいさつから始まり、作業療
法士の安田さんを講師に、座った状態で出来るストレッ
チや筋トレを中心に実践し、その動きがどこの筋肉に効いているのか図で
解説してもらいながら学びを深めました。参加者からは「施設でも取り入
れてみたいと思った」「物を使わず座ってできるのがよかった」「ただ体操

するのではなくしっかりと
目的や目標をもって動かす
ことが必要と感じた」など
の感想が寄せられました。
今回の学習が、玉島地域で
施設やサービスを利用して
暮らされている方々の生活
の質の向上に繋がってくれ
ればうれしく思います。
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開会のあいさつを
する道端医師

看護・介護連携の会看護・介護連携の会を開催を開催

たくさんのご参加、ありがとうございました！！
体操を実践する参加者のみなさん
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第3回

組合員さんと班会に参加

訪問診療の様子

リウマチ外来
2024年11月より診療日が増えます！

【診察時間】　毎週 水 曜
　　　　　　  9：00 ～ 11：30
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　医師
予約をしていただくと診療がスムーズですので、
事前の予約・電話相談をお願いします。

　2024年７月から開設したリウマチ外来です
が、この度、月１回だった外来を週１回に拡
大する運びとなりました。引き続き、玉島地
域周辺にお住まいの患者さんで、リウマチ外
来を希望される方がおられましたら、お気軽
にご相談ください。
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